
Letters from Ashburton 2012 #6 

Day 8  August 1(Wed.) 
 

 今日は Christchurch（クライストチャーチ）にあるWillowbank Wildlife Reserve（ウィ
ロウバンク動物公園）と University of Canterbury（カンタベリー大学）を訪れました。予
報に反して雨は降らず、ときおり晴れ間も見える、昨日に比べて温かな一日でした。 

 朝は Year 10 Assembly(10年生の学年集会)で、本校の校歌を披露することから始まりま
した。昨日よりリラックスした様子で、伸びやかな歌声に今

日も大きな拍手が起こりました。集会が終わるとすぐに、チ

ャーターしたバスで ChristchurchにあるWillowbank は、ニ
ュージーランドの絶滅危惧種などを保護し、自然に近い環境

で飼育する施設です。ニュージーランドの国鳥 Kiwi（キーウ
ィ）もここで見ることが出来ます。もともとニュージーラン

ドにはほ乳類がいなかったため Kiwi のような飛べない鳥が
生息していたこと、外来の動物によって、固有種が絶滅の危機に瀕していることなど、生徒

たちは、間近に動物を見ながら、多くのことを学んでいました。 

  Wiilowbank の見学を終えると、今回の研修旅行の大
きな目的の一つである、カンタベリー大学へ。最初に訪

れたのは、マオリスタディーセンター。マオリ族の伝統

料理、ハンギーの料理風景を見学しました。その後、キ

ャンパス内を歩いて見学。構内は自然にあふれ、日本で

は考えられない程の広大な敷地に、数え切れないほどの

近代的な校舎がありました。図書館や、多くの学部棟を

回りながら、生徒たちはそれぞれ、自分の将来を思い描

いているようでした。最後に、大学の職員の方から詳し

い学校説明を受けました。もちろん全て英語ですが、集中してよく理解していたようです。

エンジニアリングの分野が非常に充実していることや、留学時の語学サポート、宿舎などの

情報も興味を持って聞き入っていました。ちなみにカンタベリー大学は、教員も学生も様々

な国から来ており、教員の半分はニュージーランド以外の国の出身で、日本からの留学生は、

現在 31名とのことでした。見学後には、「この大学で学びたい」と感想を述べる生徒も複
数。良い刺激になったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨日の Tinwald Primary School(小学校) 
訪問の記事が、地元の新聞に掲載されました。 

                                   → 
 

                                              Ashburton "Guardian"  Wed. August 1 


